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概要

●医事関係訴訟の審理の流れに沿い､ 裁判手続､ 因果関係の立証方法など､ 実務上 ･理論上の諸問題を採り上げ､
　判例 ･学説を引用しながら詳しく解説してあります｡
●訴状､ 答弁書から陳述書 ･鑑定書等の争点整理のための書面まで､ 裁判過程で必要な書式例や活用される
　各種資料も豊富に収載してあります｡
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